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① 日本の成育分野の疾患の研究の基盤となる研究 

② 診断、治療及び予防法の開発に関する研究 

③ 発症機序や病態の解明等を行う研究 

④ 診断や治療のための基準の開発等に関する研究 

⑤ 患児・者の QOL 向上に結びつく研究 

⑥ 研究的視点や技術をもつ医療従事者を育てるための研究 

（プロトコル作成のフィージビリティー研究） 

⑦ 政策提言に結びつく研究 

 

成果の概要 

 

１．特定臨床研究①「難治性リンパ管腫等に対するブレオマイシン/OK-432 併用局注硬化療法

の検討」を終了した。重大な有害事象は特になく、治療の変更、転居等で中止、画像によ

る測定不能の症例を除いた 20例の解析が行われ、有効性、安全性が示された。この領域

では稀な前向き研究であり、大きな意義がある。②「限局性リンパ管腫（lymphangioma 

circumscriptum）に対する無水エタノール局注硬化療法のパイロット研究」も解析を終了

し、２つの学会で結果の一部を公表した。いずれも論文作成作業中である。 

２，新規特定臨床研究「リンパ管腫に対するシロリムスと硬化療法の併用療法の検討」本施設

の臨床研究推進センターにご協力を頂き、プロトコールの協議をおこなった。シロリムス

のリンパ管腫への保険適応拡大後 2年が経過し、対象は本来硬化療法が対象とならない難

治性症例に限られる実情が明らかになりつつある。全国で本治療を行っている症例は 300

例余りとなっているが、現時点では硬化療法に優先してシロリムスを使用する例は極めて

少ない。既存の硬化療法に対して、シロリムス、硬化療法の併用療法が、非劣性を示す試

験を行う方向で進めたが、現実的な研究計画としてまとめるに至らず、今後の継続的課題

として残った。 



 

３，当院および分担研究施設の慶應義塾大学医学部にて手術切除検体の細胞生物学的研究利用

が進められた。初代培養細胞を得る手法が確立されており、細胞は基礎実験に利用されて

いる。  

   光温熱療法の検討を１つの課題としてシーズ探索研究を開始していたが、本年は藤野ら

が主に in vitroでリンパ管内皮細胞に対して市販の抗リンパ管内皮抗体に IR-700を付加

して照射実験を行った。結果は陽性で、NIR-PITにより明らかにリンパ管内皮細胞に壊死

を誘導することが出来た。シーズとして確立出来ると考えられる。 

 


